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インドネシア第 2次5カ年計画と外領農業開発

京都大学東南アジア研究センクー教授

本岡 武

はしがき

去る 3月下旬から 4月はじめ匠かけて、海外炭業1)廿発財団の委嘱で ・シャク

ルク尻：出張 した。目的はインドネツアの外領農業開発計画の今後の見とおヽし

● を把握したいためであった。
外領殷業開発計画の見とお しに、きわめて重要な関係をもつのは、第 2次

5カ年計画である。現在の第 1次 5カ年計画が来年 3月末で終わ り、ひきつ

づき 第 2次 5ヵ年計画が来年 4月から発足する 。それだけ匠、第 2次 5カ年

計画の作成がど こオで進んでいるか、古た、そ のなか匠外領炭業団発がいか

匹織りこまれているかは、今度の出張匠あ たっての私のひとつの課題であっ

た。これは、わが国の海外梵業開発関係者にとっても典味ある問題だと思う。

きわめて限られた期間 しかインドネ ｀ンア屹滞在しなかったので、外領へ足

をふむことができなかったが、 ジャカルクの関係機関妬は接触することがで

きた。 これ冗よ って得られた私の初察を 、ここ に卒直に報告 しておきたい。

．
 

第2次 5カ年計画作成の進歩状況

私は、第 2次 5カ年計画の作成が大い匠進歩しているのではな いかと 大き

な期待をかけて、インドネツアヘ出発 した。というのは、昨年 3月VC1カ月

近 くインド ネ、ンア 匠滞在 したお り、 すで匠インド ネ、ンアの政府当局や外国の

援助機関、あるいはハ ーバード大学グループのDAS(Development 

Advisory Service)など匠、第 1次 5カ年計画作成のときよりも、

ずっと周到な準備のもと匠第 2次計画を作成しようとの動きがあったからで

ある。
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また、これからの準備のク イム。スケ・シュールを見ても、本年の 12月の

M P R （国会）で第 2次 5カ年計画が承認されねばならず、そのため 9月匠

陀は原案ができあがることになっている。それだけ匠、私が訪問 したこの 3

月末陀は、相当陀作業が進歩しているものと、私が考えたのは当然であろう。

ところが、第 2次 5カ年計画作成の主務官庁である国家弗発企画庁 (BA

PPENAS)匠おいては、Macro Committeeと約 20陀のぼる Sector-

ial Committeeができておるものの、この準備作業はあ まり 進んでいない

ような印象を受けた。

もっとも、これまでの経済成長率のリニアーとして、第 2次 5カ年計画で

は年成長率を 7伶と見こんでいるようだ。また、第 2次 5カ年計画の理念と

しては、

(1) 経済の成長

(2) 雇庸の培大

(3) 所律分配の改善

(4) 社会的正義の実現

(5) 地域開発の促進

をかかげている。しかし、この第 2次 5カ年計画の 5理念を、具体的匹どの

よう力目標であらわし、この目標を達成するための政策手段、特に国家財政

投資計画をどうするかは、さだ全然できていないようだ。

その理由としては 、BAPPENAS妬、 Emil Salim 副長官 (3月末の

内閣改善で交通相妬専任された）を委員長として設けられた MACRO

Committee と、各省が参加する Sectorial Committee との述絡

調幣た問題があるよう匹見受けられた。また BA:PPEN ASのWidjojo‘長

官をはじめ、その煤業匹係者は、昨年 8月以来の米価騰貴の対策妬没頭せざ

るを得なかったこ とも、こ の遅れの重要な理由ではなかろうか。さらに、イ

ンド ネシアの経済開発計画それじたいが、いわゆるindicative plan 

であるから、それが精微な計画を必要としないこと陀よろう。だから第 1次
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計画と同様、第 2次計画もまた目標と政策手段 （特匠財政投融資 ）とが結び

ついたフレー ムワ ークのもとで正確な デーク を もって作成さ れ fr いの で はi~

いか と、考えられる。 もっと も、私はBAPPENAS内部の作業を深 くた

らいって観察したのではないから、この印象が間違っているかも知れないが。

第 2次 5カ年計画では、 「地域洲発の促進」を 1理念としてうたっている。

この地域開発の概念はかならずしも 明確でたい。たとえば、シャバ島のプラン

クス河流域総合聞発も地域聞発匠ふくまれる。 しかし、具休的匠は外領開発

を意味するものと解して、まずさしつかえなかろう。外領聞発は第 1次 5ヵ

年計画でもうたわれ、そのため政府財政投融資が外領匠総花的尻ばらま かれ

た。 しかしその総額が限られていて、これが多くのプロジェクト！てさかれた

から 、各地域ごとの開発はぽとんど行だわれなかった といってよい。外領開

発冗対する財政投融資がどれだけ培額され、また今度は囲点主義がとられる

かどうかこそが、第 2次 5ヵ年計画匠おける外領開発の最大の問題妬なる。

それ陀ついては、残念ながらなんの情報も得られたかった。おそらく、それ

はまだ決定されてい ないため ではたいかと 思われた。

．
 

農業部門の第 2次 5カ年計画

第 2次 5ヵ年計画仁成妬ついて腕味あ るのは製業部門陀ついてであ ろ。 こ

れ尻ついては、かなりの進歩が見られる。というのは農務省の Officeof 

Secretary General VCある Planning Bureau VC、 19 7 6年から

UN DP/FA O Agricultural Planning Teamが派遣された。 団長の

Dr. H Russel Shawをふくむ 9人のスクッフで、本年2月陀 Agricul-

tural Performance ancl Programme in Repli ta II, Drafe Sec to-

rial Review for Replita IIが刊行された。こ れは、 まだ FAO本部

をClearされていない confidentialの workingpaperで、公表の段

階匠逹していない。第 2次 5ヵ年計画末の インド ネジアの食料需要を人口増

加率と所得弾力性と でもって推測 し、生産目標を算出している。これがいわ

-3-



ゆる discussion base、すなわち議論のたたき台陀なるのではなかろう

か。 この意味で、私は この PlannigTeamの仕事を評価したいと思う。し

かし、これ匠は 、具体的な外領農業開発のプ ロ・シェク トはうち出されていな

いようである。

外領農業開発の重要性

外伊船業開発の頑要性がインドネ、ンア当局匠おいて認織され、それが第 2

次計画にどこまで緑りこまれているかは、私には、とうとう正確陀はわから

なかった。外頷聞発の直要性は認めるものの、監業開発の重点をジャパから ~ 
外領妬移すという方針は、打ち出されていないような印象をうけた。これ匹

は、外領開発計画陀十分な 時1社］がさかれていないとの技術的な問題のほか、

ィンドネシ アの祐雑な地域的な政治関係が依然としてからみあっ ているので

はないかと思われる。

しかし、第 1次計画発足いらいのインドネ、ンアの経済の見事な安定と、経

済成長率が 7%という着実な発展を考えるとき、第 1次計画と第2次計画と

は太笠的陀相達 してしかるぺきだと 、私匠は思われる。すなわち、根本的に、

第 1次 5カ年年計画が経済混乱から宍定へとの目標をたて、しかも 、これ！疋

成功 してきた。第 2次計画は、経済の安定から発展に重要性がおき得るから

. r 

であろ。

より具体的妬いうと、第 1次 5ヵ年計画は 19 6 7年デから 68年はじめ

陀かけこの米価暴謄、 いわゆる 「米危機」の際に作成された。米価安定 こそ

インフレージョン抑制の最も有効な手段である。第 1次計画は米の筑産に最

璽点がおかれ、しかも、 地域と してはそれが最も可能な・シャパ陀重点を指向

させたのであった。 忍は当時のア ・ジア開発銀行口，ーゼン企画部次長と話しあ

ったことがあるが、この計画は確か匠正しい。また米はその増産目標匠及ば

ないものの、 1 9 7 1年までは成功 していた。次の段階はかたらずや農業部

門匠関しては米以外の作物匠、また地域的妬ジャパから外領へ重点が指向さ
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れなければならないと考えられる。

しかし、ここ K 1 9 7 2年 8月以来の米価暴腑の問距が生 じた。これが、

第 2次 5カ年計画のあり方匠根本的な郵揺を生ぜしめたといえ よう。 19 7 2 

年 8月までは、インドネシアの空気として、もう米の増産妬は成功 し、今後

それほど政策的努力の必要がな い、むしろ煤業生産の多向化を第 2次計画で

ははかるべきだとされた。たとえば 19 7 2年 3月 2日、スハルト大統領は、

「第 1次 5カ年計画の米の生産目標の 15 4 0万 トンが達成されると、米価・下落のため農家収入はかえって激少する。したがって、この増産目標は検討
する必要がある。」と声明 し、つづいて同年 8月 16日紀生戸目標を 14 7 0 

万 トン匠減じた。この乾季米作 (4~9月匠作付け）の生産が旱魃のため減

少し、 8月以来米価は勝貴しはじめた。そこで政府は緊急輸入をはかるとと

も匠 、生産巨標を 10月 20日、 1 5 1 0万トン紀きりあげた。

政府発表の統計匠よると、 1 9 7 2年の米の生産は 19 7 1年の 12 7 8 

万 トンであったの匠対 し、 1 2 3 8万トンで、僅か陀 3.1 %の城少であり 、

第 1次 5ヵ年計画の第 4年度目標 13 8 1万 トン 匠対して 92. 5伶の達成率

となる。それほどの減収ではないが、それでも 19 6 8年以来はじめての前

年匠くらべての減収であった o米価の誘貴状況を、 ジャカルクの小売市褐価

格によると （資料の閲係匠 よって異なるが ）19 7 2年 6月を 10 0とする

．
 

と、 1 9 7 3年 1月匠は BULの調査では 87. 4佑、中央統計局調査では 1

2 1. 4 %の騰貴となる。おそら く、 後者のイ直のほうがより正確だと思われる。

幸匠米価は緊急輸入のため 2月第 4週から下がりはじめ、 3月下旬匠は安定状

態陀達 した。しかし依然として、 米価は昨年同期の約 2倍である。それだけ

匠、第 2次 5ヵ年計画匠おいて米増産をどうするかが、まったく見当がつか

なくなったというのが哀相ではなかろうか。

しかし、 1 9 7 2年の旱臨は何年紀一度かある ことであり、このゆえ妬米
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の増産計画の重要性は認めるものの 、そのため 匠岱業多角化と外領栽業閲発

という 2点が第 2次計画匹おいての重要性を喪失するものではたいと、私は

考える。少なくとも重点を、ジャバ島匠おける米増産計画妃固執すぺきではな

かろう。

そこで、外領邸業開発の問尉陀な るが、これを促進するための政策手段と

しては、 私はとくに以下の諸点を列挙 したい。

第ーは交通通信条件の改善である。 そのうち特尻重要なものと して、 次の

二点をあげたい。ひとつは島峨間あるいは国内海連の改善である。インドネ

シアの小売米価統計を見てすぐ気付くことは、同時点匠おいて、同一銘柄の

米価が 、地域匠よっ て2倍以上妬なる。しかも 、たとえば南スラベンで生じ

たよう匠、少し（米が増産妬なると米価は暴落する。こ れ匠は州政府の自給

政策や移出制限政策も関係 しているが、 最大の障碍は症運の整備されていな

かったこと尻ある。船舶匠不足するだけでな（その限られた船舶の維持管理

の悪い こと、さら陀迎航能率の劣ること 、また港湾設備が不十分な ことなど、

固内海運陀ついては問題が山租 している 。この内航の改善こそ外領梨業開発

での急務と思われる。西・シャパのメラクと南スマトラ。ランボン州のクンジ

ュンカランとを 結ぶフェ リーが計画さ れているが、これはランボン開発夜非

常尻貢献するであろう。もうひとつの重要な交通条件の改善は道路建設陀あ

る。ジャバ島陀均いて幹線道路やまた地区匠よっては支線道路がよく幣備さ

れているの匠対し、外領諸島匠おける道路は 、都市の周辺をそぞ くと、 ほ と

んど改良されていない。特に新聞拓陀あたっ ては新 し（ 道路を建設する必要

が、きわめて大きい。道路こそ、投業開発の経験者が語り、また多くの書物

匠指摘されているよう花 、農業開発の華本条件である。ク イの 19 6 0年以

来の急速な農業開発は違路建設陀負う こと が、きわめて大きい。この事実こ

そ、外領農業開発匠際し、学ばれねばならない。もっともクイの道路は多分

に軍事的目的のため匠建設された。したがっ て、 クイの道路建設の実績をそ

-6-

．
 

．
 



のままインドネジアの外領匠期待することはできないが、農業開発が、道路

建設と組み合わせて計画されるべきことを強詞したい。これらの交通条件の

整備こそ政府がなし得る最も主要な農業閲発政策だと思われる。

．
 

．
 

第二は、外領農業開発のため匠は、すぐに・シャバ。パリ島からの移住計画

(Transmigrasi)がとりあげられる。さら匹周知のよう匹、あらゆる形態

をふ〈めての外領移住者の数は、それが最大紀のぼった年でさえ 10万人を

越えたかった。これ匠対 しジャバ っバリ 島の自然人 口増加は年 2D 0万を越え

る6 したがって、外領移住がジャバ島の人口問貯解決のため妬、やかましく

いわれ、また政府が移住計画を実施し芹がらもその実綬はきわめて微々たる

ものである。他方、外領匠とっては、労賃は楊所匠よってば、 ジャパの 3倍

！疋達する ことから明らかなよ う尻、 労働力死は相対的匠不足 している。した

がって外領移住を促進することの必要性はいうまでもたい。しかし、 ジャバ

。バ l)島の災害地域からの緊急移住以外は政府移住計画はあまり効果がたか

ったと、私は観察する。今、その理由を述ぺる紙数をもたたいが、現在のと

ころ政府が大規様！疋移住計画を行方：うだけの財政仁担力をもたた いし、 計画

から実施匠至る間に必要とされる周到な配慮に欠けているからである。外舒

移住を政府ペースで実施するだけの段階（て、 インドネツアはまだ到逹 してい

たいと考えられる。ところが、ランボン州のミツゴロ息塙の周辺が 、ここ 二、

三年央急激匠ジャバ島からの移住民匠よって 1}廿拓されてきた。交通条件と市

場条件とが改善され、労働機会が提供される と、なんら政府の施策がなくと

も自 発的移住が行たわれることを、 明らか尻証明 している。も っともこの移

住はランポン州がジャパ島陀ごく近く、交通の便匠恵まれているとの地理的

理由もある。また西部・ジャバのバンテン地方がジャバでも特匠貧しい地域で

あることも理由妬なる。しかし、自発的移住こそ外領移住の最も効果的な形

態である 。また、こ の意味でミツゴ ロがこ のランボン州の設業開発匠寄与し

たことこそは、高く評価され、 インドネジア閲係者匠広く認識されたければ
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付表． ジャカ）レク小売市場標準中級米価額の勒向

（単価Rp/Kg、指数 19 7 2年 6月＝ 10 0) 

BUL BPS 

単価 指数 指数

1 9 6 9年 1 2 月 4 9. 6 7 1 1 2. 7 1 1 4. 7 

1 9 7 0年 1 2 月 4 6. 4 0 1 0 5. 3 1 0 8. 5 

1 9 7 1年 1 2 月 4 5. 3 0 1 0 2. 8 1 D 0. 6 

1 9 7 2年 3 月 4 7. 5 0 1 0 7. 8 1 1 1. 3 ． 
4 月 4 5. 3 0 1 D 2. 8 1 1 0. 5 

5 月 4 5. 0 0 1 0 2. 2 1 0 6. 0 

6 月 4 4. 0 5 1 0 0. 0 1 (10. 0 

7 月 4 5. 0 0 1 0 2. 2 1 0 0. 4 

8 月 4 6. 2 5 1 0 4. 5 1 0 3. 8 

9 月 5 5. 0 0 1 2 4. 9 1 0 9. 6 

1 0 月 6 8. 7 5 1 5 6. 1 1 1 7. 1 

1 1 月 7 8, 1 0 1 7 7. 3 1 1 0. 4 

1 2 月 7 8. 1 0 1 7 7. 3 2 0 5. 8 

1 9 7 3年 1 月 8 4. 3 5 1 9 1. 5 2 2 1. 5 

2 月 8 0. 0 0 1 8 1. 6 ． 
3 月 7 8. 1 0 1 7 7. 3 

注 BULは食糧調達庁、 BPSは中央統計局。

出所； BULはBankIndonesia, Weekly Report, March 23, 

19 7 3. p. 44より。

BPSは BankIndonesia, Indonesian Financial 

Statistics, 

Fe b. 1 9 7 3. p. 1 9 2 -1 9 3より。
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ければならたい。私は移住条件さえ整備されれば、 ジャパの過剰人口は必然

的陀外領妬流れこむと考える。したがって政府は直接妬移住計画を実施する

よりも、間接的匠移住条件の整備に努力するぺき である。 移住条件の整備と

しては、交通条件の改善もあれば、 また移住考への融資も考えら れる。さ し

あたり最も実行可能な方法は、栢極的侭合弁企業匠よる農業1州発を奨励すぺ

き匠あると思われる。合弁事業妬よる農業開発が進むと、おのずからその周

辺が移住小農によって聞拓される。もちろん進出企業としては、企業利消jだ

けを追求した戦前の外［国人経営プランテージョンとは異たって、雇傭労働者． の労働条件匠できるだけ配慮し、同時にその地域の在来からの小農や移住小
農冗対し有形無形の援助をすべきである。また進出企業と現地のインドネジ

ア政府機関との間妬農業開発匠ついての十分な合意を得る ことが必要であろ

う。

．
 

第三匠外領懸業開発が米以外の作物匠向けられるべきかどうかは、私匠は

まだ結論が出ない。 インドネジア妬おける米の姻産、特柘外令］｛（ておいての米

の自給確保のために米作は必要である。また在来農民だけでtr．く移住農民の

生活安定のため紀は、各農家の必要とする米はと紀かく自給でぎるというこ

とが、きわめて効果的であろ。プランテージョン労働者でさえ、自給田の水

円をもつことが望まし屈戦前のプランテージョンが米の現物ぎ給でもって

労働者を酷使 したが、現在国営プラ ンテージョンの敷地内で労働考が自給の

ため匠稲作を行なっているのを見る。これはプランテーツョン経営能率の立

褐からというと 、決して望ま しいことではないかもしれたい。しかし、少な

くとも 、労働者の生活安定を助けているのであって、ひとつの労働管理の方

法と思われる。移住小農陀対し、たとえその主作物がゴムや油ャツのような

現金作物であるうと、米だけは自給しうるとの配慮が望ましい。また外領聞

発妬おいて、干満湿地(tidalLawamp)のよう匠米作が最適の地域や、比

較的容易に灌漑計画を遂行 しうる恵まれた地域陀おいては、米作を奨励すぺ
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きである。しかし、世界的に長朔的た米の需給見とお し陀たつ とき（もちろ

ん 19 7 2年の世界的不作は数年妬一度の例外的な年だとの前提匠おいてで

はあるが、この前提は過去の世界的な殻物生産の趨勢から見ると誤っていな

いと思われる。）外領1)廿発妬おいては 、米以外の畑作物（たとえばトオモ ロ

コジ、 ソルガム、大豆、落花生、ケナフ 、 クパコ）あるいはプランテージョ

ン作物（たとえばゴム、油ャッ、コーヒー、茶など）妃霊点がおかれるぺき

である。この塙合、まずプランテーツョン、特匠固営農場の改善が問題匠な

る。私はこれ匠対しては、油ヤ、ンをのぞくと、プランテージョン作物の生産

は政策として重点を旬営森場から小煤経営匠移すぺきだと思う。 この ことは、 ~ 
国営農褐を廃止せよというのでけ方い。これら回営場場は地域敷業開発の中

核体 (nuclus)としての機能をもつぺく維持改善されるぺきことを意味す

る。たとえば新品種の導入、栽培技術の普及、加工過程の改善、販売条件の

改善など匠努めるぺきであり、またその扱能は果し得ると思われる。 このこ

とは合弁企業炉場尻ついてもいえる。合弁企芙と して農塙を設けられること

は、さきに述べたよう妃馳砂，店'・業：，廿発上きわめて効果的である。しか しそれ

が有営我場を今後ますます拡大してゆくよりも、中核農坦としての機能をも

ち、小り・:i(rr:.対する生産指導を行ない、生産蜜材を提供し、その生産物を収荷

することに、今後の発展方向を見出すぺき ではなかろうか。現在、さった＜

放任されたままの小裂の「:.うが、国営該鳩よりもはるか匠大きな生産をあげ

ている。それだけ匠小農匠対 し積極的匠炭茉普及をばかるほうが、生産を増

大し雇傭を促淮しうるのではたかろうか。この意味で、農務省農園総局が匡I

営梨業局と小農民局と妃分かれ、その間の連絡がきわめて乏しい こと、また

小拶匠よるプランテージョン作物陀対する指導がほとんど行なわれていない

ことを、私はひじょう匠遥憾妬思う。

第四厄は外領の農業開発匠は地域的重点主義が導入さ れるぺき である。もち

ろ ん地域的重点主義の採用はインドネ・ンアの 「 多様のなかの統一•」と の国是か

-1 0-
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らしても 、また各地域の政治的罠係から見ても、必ずしも容易でなかろう。

しかし外領開発を限られた時間内で、 しか も限られた政府財政投融資と民間

資本でもって進めようとしている立場からいうと、 この限られた資本を特定

地域の lji~発匠集中することが必要である。 こ れこそ炒業聞発の ひ とつの碁本

的な戦略である。重点主義の問芭は、どの地域を選択するか匠ある。現在そ

の開発の相対的な容易性や茄発可能地域の組団的存在との二点から考えると 、

スマトラ南部、南スラペッ州、南東カリマンクン州が挙げられよう。このう

ちでも、特匠重点がおかれるべきは、地域の広大なスマトラ州南部であろう。

● これ妃は南スマトラ州、 ランポ ン州の汽か西スマ トラ州、ジャムピリ廿ち｀よび
ペングクル州が含まれる。もちろん、こ の広大な地域のすぺてを一挙匠 1Jfj発

することは不可能である。この地域のうち自然条件や交通条件を匹らみあわ

せて、その中でもさらに開発適地を求めてゆく方法をとるぺきである。この

意味で当面の全力をランボン州に集中されることが望ましく、同時にスマト

ラ南部詑州匠積極的。組絨的陀調布をすすめてゆくぺきであろう。なおかっ

てはプランテージマン然業の中心抽であった北スマトラ州は、 メダン周辺が

．
 

叫発されつくし、それ以外をのぞくと開発可能地城はかぎられている。この

可能地域はあえて政策的匠とりあげたくても聞発されるであろうから、煎点

地域からのぞいてしかるぺきだと考えられる。南スラペ、ン州は地域佑匠まと

まっているだけでなく 、比較的交通条件匹恵まれ、現在かたり開発が進んで

いるが、これをさら匠促進する ことが効果的である。いいかえると投資匠よ

って増産効果が短期間匠あがると考えられる。その意味で重点地域匠とりあ

げられるべきである。最後匠南東カリマンクン州は現在林業お よび石油聞発

が急速に進められている。走たこの地域の南部はバリトオ河下流の干満湿地

としてその米作利用が注目されている。低地をのぞいても開発の可能性が大

きい。カリマンi)t]拓の第一歩をたすものであろう。しかし、 ここは特妬、1}廿

発のための調査が必要であり 、第 2次 5ヵ年計画ではこの地域の総合的調査

妬特匠重点をおかれるぺきであろう。

-1 1 -



第 2次 5カ年計画尻おいて外領農業囲発が以上のような原則のもと匠積極

的匠とりあげられることを 、私は切望してやまない。

．
 

．
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スリランカの農業機械化の現状と、

その動向 について

農業機械化研究所主任研究員

研究員

財団顧問（きき手）

（とき ） 

金須正幸

今 固 支和

鏑木豪 夫

昭和 48年 4月 28日

鏑木 今度の調査は期間も短かかったので、さぞおいそが しかった ことと思 ~ 
います。さっそくですが、 本 日はご調査願ったスリラ ンカの農業機械化の現

状匠ついての 印象な り、今後のあり 方匠ついて のご意見な りをお聞ぎした＜ 、

お集り願った次第です。注ず、金須さんから、調査スケ・シュールの全般匠つ

いて、一応話して下さい。

金須 胴香団員は研究所からわたくしと 今園君、それ匠財団から松山君の 3

名でした。 1月 11日から 3D日までの 2D日間 VCわたって 、一通りスリ ラ

ンカの供業檄椋化陀ついて調査しま した。 この間、 財団はもと より、 各方面

からひじょうたど支援とご指導を頂いて、無事調査を終ったわけです。

まず、調杏の日程からお話ししたいと思います。最初、コロンホた落いて、

日本大使館で日程などの打合せをすませ、つきWてスリランカの煤業省の開発

局やパデー。マーケッテング。ポード（米の買付局）を訪問、さら匠民間の

会社などを 2、 3調査しました。

コロンポからキャンデイ 陀ゆ き、その郊外の ペラ デニア ｛て ある 農業局 （農

政局）のエンジニアリング閲係の部局を訪問し、また中央農業研究所を見学

しました。キャンデイから少 し南下して、ヌワラエリア地区匠行きました。

ここは有名なセ イロン紅茶の産地で して、紅茶の摘みとり作業や紅茶工場を

見ま したが、その間匠この地区の水田作業ゃ畑作業 も見ることができま した。

つ きWてキャンデイ 経由北上してデワフア妬行きました。 ここ匠は O.T. C. A 

- 1. 4 -
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のプロジェクトがあり、その内容や活動状況を閣くとともに、この付近の農

家について農機具や作業方法妬ついて調査することができました。

デワフアから更に北上して、マハイルパラマに行ったのですが、ここには

スリランカの農業機械研究の中心となっている農業機械研究所があり、いろ

いるの農業機械とその研究状況を知ることができました。

さら陀北上して、アヌラダプラ匠行きました。ここではドイツの援助妬よ

る農業機械訓練（研修）センクーが、いま建設中でして、その施設を見せて

もらうことができました。

● っいで西海岸のプクラムヘ出て、コロンポを経由して南下し、最南端のハ

ンバントク匠行きま した。こ の地域はウエット ・ゾーンなので、水田の作業

状況を調査することができました。ここから再びコロンホヘ帰り、農業省の

アグラリアン ・リサーチ ・インスティチュ＿卜を訪問したり、炭業省所属の

工場や民間の工場などについて見学をかねて調杏し主した。以上がだいたい

の調査行程です。

．
 

鏑木 それでは、話の順序として、スリ ランカの股業機械化の現状、これと

閲連した畜力化の状態から話を進めていただきたいと思います。最初匠令須

さんから、耕転から収稜妃至るまでの作業関係を、つき頂：今園さんから、収

稜後調製さ れるまでの作業防係を話していただきたいと思います。

金須 この国の関業の槻械化は、だいたい第 2次大戦後から始ま っています。

というのは、大戦後妬軍のトラククが放出され、それが政府の牒場などで使

用さ れたのがきっかけ妬なったか らです。 こうした椋遠匠目をつけた殷村の

企業家たちが、耕転や運搬の請負を始め、後尻は脱殺作業など尻も進出する

よう陀なったのです。しかし、民間の請負匠は技術的陀も経営的にも問題が

あっ たので、 1 9 5 8年匠なって、粒業局の方でトラクク。ユニットという

のをつくり、セミコマージャルペースで、請負作業を始めたのです。これが

現在、かなり普及しています。つまり、この国では最初陀 4給トラククが入

-1 5-



ったのですが、 その後VC2輪トラククが入ったというわけです。最近では、

2輪トラククの方が経済的陀は有利だというので、台数は和当増えてきてい

ます。

これ匠は政府の施策も困係し ているようで、例えば、 2輪トラクク 屁用計

画といったものがあります。 これ匠は、学校を出た失業青年を悪い道匠走ら

せないよう陀とのねらいもあるようで、雇用の機会を与えているわけです。

各村から 3名あて青年を選んで、それ匠対し耕転機を長期分割払いの型式で

与えているのです。現在、青年を訓練するバイ ロットファームが 2地区匠設

けられていて、 20 0台の耕転機がこの仕事に使われています。 ~ 

2翰 トラククで作業すると、 4輪 トラククの 請負賃の約半分でも引 き合う

とのことで、ひじょう陀有望視されています。それで、将来は 4,0 0 0台て

いど匠まで増加しょうというのが政府の計画だと聞きました。

しかし、現在では一般陀耕転作業冗は、 4輪トラククが使われていて、面

稼の割合では約 55伶を占めていると の ことです。この場合、 日本のよう匠

口＿ タリで作業をしないで、ク インティラとい うのを使っています。クイン

ティラというのは、 カルチペータのようなもので、これでかき回すのです。

これが面積割合で 55 %と最も多いのです。

つぎは水牛を使った畜力作業で、これが 50 ％くらい占める。残りが人力

陀よる作業ですが、これはマモティという鍬を使ってやるのです。

つぎの代かき作業は、 4輪トラククの場合匠は、カゴ車輪をつけ、やはり

タインティラで作業します。畜力利用の楊合は、パーミーズ ・ハロー（ビ ル

マハロー）と呼ぶ丸太に木の爪のついたものでやり 、そのあとを均平板でな

らす方法をとっています。

鏑木 田植えによる移植栽培と直掘栽培とでは、どちらが多いですか。

金須 直掻ぎ lてよる ものが 85 %ていどと圧倒的匠多 く、残り約 15茄が田

植えをしてい支す。直播といっても、ほとんどが散播で、条播などはごくま

-1 6-
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れのようです。

しかし、田植した方が除草もやり 易 く、収量もあがるということで、 次第

に移植方法匠よる栽培が増加の傾向にあるようです。

鏑木 そうした状況では、田植檄などはサンプルとしても輸入されていませ

んか。

金須 まだのようですね。ドイツの罰練センクーヘ行ったとき 、見本兼教材

用と して 1台入れたいといつてました。しかし、この国では植付後匠大雨の

降 ることが多いそう ですから、稚苗を使う田植機匹 よる 移柏では、 危険性が

● ぁると思われます。日本の田粕梧そのものを入れるのは無理でしょう。
鏑木 4輪トラクタ陀よる耕転作業は、現在は個人所有の ものでやっている

のですか。

金須 8 0 %ていどが政府の所有で 、 トラクタユニソトで作業を しているの

です。

．
 

鏑木 その場合、料金をとつているのでしょうね。耕転から代かきまでユニ

ットでするとすれば、 当然料金を とっていると思うのですが、その料金はど

れくらいですか。

金須 料金はエーカ ー当り 30~4 0ルビーていどをとっています。

播種または移棺したあとで除草するわけですが、この国では、まだ除草は

あまり普及してちコらず、植えっ放し、描きっ放しといったのが、一般の現状

です。除草しているのは、大体 30 %くらいではないかといわれています。

除草方法は今まで手取りでしたが、最近は回転除草器も入ってきています。

回転除草器はスリランカでも作っていますが、これを使う紀は条植えをせね

ばならぬから、それほど普及していないのです。恐ら (10茄匠も滴たない

でしょう。

薬剤除草は制に普及していて 、除草をしている面積の半分くらいほ薬剤除

草をしているようです。

病虫害の防除はあまりなされていないようですが、手押ボンプは使われて

-1 7-



いをす。 IR -8など陀は白葉枯病が発生しますが、一般の品種匠はさほど

多くないようです。

鏑木 トラクタ ・ユニ ットが活躍している ようですが、 畜力利用の方は減っ

てきているのですか。

金須 現在はかた り減少しているようです。この国匠は、牛が 14 0万碩、

水牛が 60万頭いますが、牛は体格が貧弱で、稲作作業には使えず、ごく簡

単な運搬作業とか補助作業など匠使われているていどです。また水牛の方は

どんどん食用匠されて、現在 60万頭ていどしか残っていたい有様で、 稲作 ~ 

にはあまり使われていない ようです。

鏑木 稲作の管珪作業と しては、こ のていど ですませているのですか。

金須 現在、管理作莱はほとんどなされていな いといって良いでしょう。増

収するため匠は管理作業を十分せねばならぬと、中央研究所の所長もいって

いました。

鏑木 田植は手でやるとして、この移植陀よる栽培方法を政府としては奨励

していると受けとってもよいですか。

金須 中央試強塙でも、条植えの展示圃場を設けてデモンストレートしてい

るていどです。

鏑木 つき身匠、収没から誤製までの作業匠ついて話して下さい。

今固 わたしの方の関係は、刈取、脱穀．乾燥、訥製、加工といった過程か

らたっているわけです。

刈取作業は一般匠ノコギリガマを使っています。椒械としてはリ ーパー、

バインダ などがあ りますが、い ろいろの問題がからんでいて、 実際匠は使わ

れていません。なぜかというと、一般匠品種は インデイ カク イプであるこ と、

散播のものは現在のデバ イダ（分草悼） では、 条間を念 し倒 していくという

機構妬も問題があるようです。

脱殺作業は水牛、 トラクク,,cよる踏脱、たたきつけ方法など忙よっていま

．
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す。 トラクク冗よる作業には、政府と民間のばあいがありますが、 トラクク

を借りる場合と、オペレークを借りる場合たわかれます。水牛の楊合は、 ド

ーナッ型に、 5~ 6頭の牛がグ ルグル回って脱蚊する方法をとっています。

トラ ククの掲合も 、推税された稲の上を、やはりグルグル旋回して脱殻し て

います。こうした方法たので、こぎ残りがかなりあるはずです。

脱はしたものは、 自然の風力匠よって乾燥されています。

鏑木 水牛陀よる脱政とトラクタ陀よる脱穀と、どちらが多いのです。

今園 トラククの方が多いようです。

● 応 種子用の脱穀はどのよう冗していますか。

今園 中央農業試験場では、採種用のものは回転数をおとして脱穀し、精選

してから原種として配布しています。しかし 、 採種農家に左•ると、普通匹脱

数しているようです。とき匠は種子モ ミを食ぺてしまうこともあると 聞き ま

した。

．
 

鏑木 粒米は、必要の都度、やっているのですか。

今固 農家は収量の半分 くらいを自分で精米 しておヽ り、 残り半分を製協や民

間業者陀売っています。集荷されたものは、そうした機関で精米しているわ

けです。一般匠農家は、収使してもすぐ妬は業者に売り渡さないで、一応、

貯えておく慣習があるようです。民閤業者との取引きの坦合は、庭先売りが

多く、マーケッティング ・ポードの塙合は、集荷匠きて、後で伝票等で整理

するようです。

鏑木 米の検査はなされていますか。

今固 日本のように料細な検究はたされていないようです。肉眼でみて、ワ

ラ屑がた（さん入っていたらダメですが、そのほかは全部 OK(!(しているよ

うです。

金須 政府の買上価格の方が高いようですが、検査があったり、収量が分っ

て小作料を地主妬とられてしまうといったことで、政府へ全部は売らないよ
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うです。

鏑木 地主の話がでましたが、自作と小作の割合はどうなっていますか。

金須 自作が約 60％で、あとは小作とか共有地を交替で耕作しているもの

です。

鏑木 小作料は高いようですが、どのくらいですか。

金須 収稜の半分くらいは、地主にとられてい ます。小作料がこの よう匠高

いので、小作人の生産意欲はわかないと思われます。

鏑木 一般的妬いって、農家は貧しい と感じられま したか。

金須 貧乏だ といってよいと思います。 だいた い 1戸あたりの耕作面積は、

1エーカー以下の農家が多く 、しかも生産役と売上げが同じくらいかと思わ

れます。 ．
 鏑木 殷家の生活程度を町の一般の人とくらべて、どのよう妬感じましたか。

金須 町の人々匠比ぺて、はっきり低いと思いました。盛家の家は、部屋が

1つ といったのが1,在とんどでした。ただ瘤・ている衣類は、割合こざつばり し

ていると感じました。町の人の場合、収入はひじょうに少ないの ですが、 米

が安く配給されていて、必要餓の半分は無偵で、残り半分も日本の 4分の 1

くらいの値段で配給されているのです。 生活もだんだん良くな ってきている

と聞きました。

鏑木 一般妬動物クンパクはかなりとっているようですか。

金須 ほんの僅か しかとっていない よう です。米が安く手匠入る ので、 米ば

かり食ぺているのではたいかといった感じをうけました。政府も最近は、モ

ノカルチャではさずいというので、作物の種類をふやすよう妬、また畜産匠

ついても奨励しているようでした。

鏑木 生産花使われる農機具は、在来のもののほか匠、新しい機械陀ついて

も国産されていますか。

金須 2輪トラククは日本から入ってきたものを、アセンプルしており、ま
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た人力用の機具陀ついてはかなり自国製のものが出回っています。

鏑木 それはどんな種類ですか。

金須 鍬 （マモティ）が昨年は 50万丁ほ ど作られてお り、その他、播種器、

除草器、咄筋機、ポンプなどが数千台作られています。これらは政府の工場

と民間の工場で作られています。

鏑木 政府の工場とは どのよ うな規模のもの ですか。

金須 規模と しては 40人か ら20 0人くらいまでの工場で、 農業局妃属 し、

政府の直営工場です。

● 鏑木 規模の最も大き な20 0人く らいの工場では、ど の程度の工作機械が
使われているのでしょう。

． 

金須 一応旋盤などのエ作機械はあり ますo傘歯車たども自分たち で作って

います。一般尻溶接関係がひじょう妃多く、人悔戦術でやっ ている印象をう

けました。

鏑木 そうした工作機様は輸入品ですか。

金須 全部斡入品で、 とく 冗英国製が多いよ うです。

鏑木 岱機具の流通妬ついては、どん な方法を とっていますか。

金須 トラククなどは公団からデーラーに行っています。

鏑木 燐機具が故障 した場合は どうしていますか。

金須 故時の修理はデーラーも、 政府のサ ービス部門でもやっています。

鏑木 政府の サービ ス部門は工場 とは別匠なっている のですか。

今涸 別匠なっています。をた伽理は自動車の整備工塙た どで 水や っていま

す。いたる所に小さな修理工楊があり 、簡単な部品などは自分で作っ て修理

してしまうようです。

鏑木 祷物の場合はどう していますか。

金須 鋳物工褐がありますから 、そこで作っています。

鏑木 修理の体制は、結論的匠 いって、行きとどいていますか。
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金須 かなり行きとどいていると思うし、生産についても増加してきていま

す。従来は、石ケンとマッチく らいしか作られていなかったが、最近は著る

しく進歩しています。

鏑木 一般的匠いって、農家は、こうした農機具を贈入する力がありますか。

金須 それは地域陀よってか たり差があります。この国のウエット・ゾーン

は、面積では全面秋の 4分の 1くらいしかないの匠、人口はその 4分の 3を

占めていて、人口密度は高く、 1戸あたりの経営面積は 1エーカー以下です。

したがって、この他域では個人で買うのは無理だと思われます。

他方、 ドラ イ． ゾーンは面秋は 4分の 3を占めているが、人口 は 4分の1 -

ですから、 1戸の経営面積も 2~ 3エーカーで、この程度でしたら耕転機を

買う力はあると思います。

鋸木 ドライゾーンでの主な作物はなんですか。

今園 一般にいって、 雨季匠は稲作主体ですが、乾季花はチ リ、玉ネギ、大

豆などの補助作物があります。

鏑木 作物の生育は良いと思いましたか。

今固 大豆を見た範囲では、あまり良いと杖思いませんでした。

鏑木 機椋化の可能性は、ウェットゾーンとドライゾーンとでは、どう違っ

てくるでしょう。

金須 ウエットゾーンでは、機械を入れても、 賃作業匠頼ること匠なると思

われます。ドライゾーンでは、機械は仙人所有匠なってゆくと思われます。

鏑木 紅茶の製造が機械化されていると聞きましたが、ど うなっていました。

金須 摘取りは、イ ンドから入ってきたクミール人の女子が、手で 1枚あて

つんでいます。その後の加工は、プランテージョン内にある大きた工場で、

杵械化 した作業匠よっています。紅茶のプランテージョンは、 1 D D~2 D D 

しの大規模なものですから、工場も立派です。これらの工場で使っている製

茶機械は国産のものが多いようです。
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紅茶とゴム匠ついてはプランテージョンが主体ですが、稲作匠ついては大

部分がペザント農業なのです。こうした点がスリランカの使業の問類点でし

ょう。

鏑木 政府当局としては、槻械化についての将来の方針を、どのよう匠考え

てい主すか。

金須 まず稲作匠ついては、耕転期間が短かく、用水を節粕したいので、能

率の高い機械が必要だとしています。また、 ドライゾーンでは土地がかたく、

畜力では耕起が同煎なばかりか、その畜力も追々減少している。また、稲の

● 改良品種の数がふえ、従来 40種 くらいだったのが、 1 0 0種くらい陀ふえ
ているので、耕転などの作業を完全にやる必要があるといってました。

他方、マルチクロッピングをやる匠は、ひじょう匠集約化されるので、畜

カでは間尻合わず、機械を入れたげならぬと考えているようです。この国で

は失業者はないのですが、それが地域的匠片寄っていて、農繁斯になっても

なかたか集めしてくいということがあり、労力的匠は案外困っていて、それで

機械化が必要なのだ ともいっています。ただウエットゾー ンでは、 機柿化は

むずかしいと 思われま す。

鏑木 機械化の推進たあたっ て、 政府では農民への補助などを考えているの

ですか。

．
 

金須 政府の方針としては、失業対策の関係もあり、力｀るぺく人間を使いた

い考えのようです。 最近、 4輪 トラククよりも 2輪 トラクタの輸入が多 くな

っているのも、こうした捌係からでしょう。この 2輪 トラククの賦入匠はロ

ーンが利用できます。 政府のトラクク ユニットで使っているのは、その 20 

％くらいで、あとは品家の個人購入です。補助金ではなく、一応貸付けの形

をとり、 5~ 6年で支払うよう陀たっています。ただし、肥料vc.は補助金が

出ているようです。

鏑木 政府は、農業の椀械化妬ついて、かなり 意欲的匠取 りくんでいると考
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えて よいですか。

金須 そのとおりだと思います。

鏑木 わが国の農機具メーカーは、スリランカ匠対し新しい希望を よせてい

るようですが、その辺の事情はどうですか。

金須 わが方のメーカーが希望をよせるとすれば、 2輪 トラククが主体匠な

ると思い充す。ただし、スリランカの政府閲係者は口をそろえて、日本の耕

転椋はモデルチェン・ジが多く 、 アフクーサービスも満足で なく、値段の関係

からも 5年か 10年ぐらいはモデルチェン 、ンをしたいで欲 しい、 といっ てい

ました。古た構造ももっと 筒素vcして欲しいともいっていま した。現在入っ ~ 

ている形ではなく 、向うの事情陀適 したものに改ためる必要があると思いま

す。問魁点は値段だけでな〈、向うの土地はかたいから、耐久性の高いもの

を作る必要があ りま す。

鏑木 特殊の耕転機が必要だ ということですね()この場合‘日本で製浩して

もっていった方が良いのか、向うで作った方が良いのか、どう なんでしょう。

金須 需要姻は少な いから、わが国で作っ ても 安 くならたいと思われます。

一方、向うでは日本といっしょ冗なって、同産化しようという気分がたかま

っており 、部品 も30茄くらいは固産できますから、現地で、 ジっイントベ

ンチャーのような形で作った方が、現地匠適した栴械ができると 思います。

鏑木 一般的た印象 として、 楳械化がかたり進んでいるといえますか。また

この国の財政事情は どのようですか。

金須 一般匠教育程度も高 いし、 楼械化匠ついての訓練施設 もかた り充実 し

てきているので、農業梱械導入の素地はで きて いると思います。財政匠つい

てはか なり問題がある と思います。今まで（ま外国援助のほとんどが、食粗や

消耗品（てつかわれていましたが、今後は生産の方へ向けねばたらぬと 、考え

られているようです。

（了）
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南ベトナムの養鶏業について

塩谷kぷ．社長塩谷栗夫

はじめに

いま 、ご紹介いただきましたように、私の仕事は、岐阜県でヒナのふ化を

やっています。海外とはかなり前から取引きがあり 、金額的匠はわずかなも

のですが、生きものを対象としていますので、技術指導を含めた技術協力な

● り、海外の研修生をひきうけるようなことがかなりありました。それが少し
ずつ東南アジアを中心に、一部南米でも 、実を結びつつある段階です。

ご存知のよう侭、 日本の農業の中でも 、 とくに呑約産莱や脊豚業などは、

数年前から過当競争と 、またいわゆる第二次産業からの圧迫で、ひじょう忙

．
 

苦しい時期を過しております。

そうした中にありまして、 われわれが、海外へ進出する理由の一つは、私

たちの会社の社員対策もかねているわけです。というのは、社会的な地位が

低下し、外からの公害問題などの圧迫が大きくなりますと 、 どうしても優秀

な社員が集まりにくくなり 、何か自分たちも社員も 、希望をもてるようなも

のをやろうじゃないかということで、十年ほど前から海外へ目をつけました。

社員も 、 うちの会社へ入れば、海外へ行ける希望があり 、そうした夢をもた

せれば、優秀な社員もはいってくるだろうし、また長く勤めてくれるだろう

というよ うな理由で、海外関係妬手をつけたわけです。

もとも と、海外へ行って、 かせいで、大いにもうけて、あばれまわってや

ろうというようなセンスで始めたわけではないものですから、向うでやって

いる ことはまことにお粗末だし、非常匠チャチなものです。しかし、今にな

ってみますと 、そんな姿勢がかえって、 東南アジアでいま盛んになっている

反日運動や エコノミックア＝マル と言われるものにまきこまれないで来た一

つの理由になっていると思います。なにがプラ スになるか分らないと 、感じ
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ている現在の心境てす。 •` 

主に、ベトナム中心に、喪鶏についての話ということでしたが、インドネ

ジアで合併事業をや．？ている関係から、まづそれに触れたいと思います。南

米ではまだこちらから代理店へものを送って、生産させている段階です。こ

れは主妬プラジル相手ですが、チリにも代理店はあります。しかし主体はア

ジアにおいているのです。

採卵養鶏の採簾性

話を進めるまえに、予備知識をもっていただく意味で、採卵務鶏の採算性 ~ 

から話してゆきます。 採卵投鶏は一体、どれ位もうかるものか、日本の状

態から考えて、この程度のものだと思って下さい。

結論的に、卵の収益性をみると 、農家の手取りはキロあたりだいたい 200

円です。卵 1個は約 60 g、普通、産卵率は 70~7 5 oJi程度ですから、 1

日1羽あたりの産卵量は、 40~4 5 g、多くみて 45 gとすると 、収入は

1日1羽あたり 9円になる。支出はヒナを育てて 5カ月で産卵しますが、こ

の 5カ月間の育成像は、 1羽あたり 80 0円かかる。育った鶏は 1年ぐらい

で産卵胡間をおえるが、育成貨は産卵期間にかかってくるから、 1日平均 2

円くらいになる。育成鶏には毎日エサをやらねばならぬが、エサは 1日1羽

あたり約 11 0 g、金額（てして 5円はかかる。

このほか、人件費として、 1人が 2,0 0 0羽ていどしか管理できないから、

飼養状態によ って多少の差はあるもの の、 1日あたり 1円は要る。収入の 9

円から、支出の 8円を引くと 1円しか残らない。＇しかも、この計算には、設

備費の償却や疾病による損失ははいっていない。

農林省では、昭和 50年には、 1戸あたり平均 20,09.00羽もてと奨励して

います。 20, 0 0 0羽平均もっていても、大体 1日20,0、0.0円の収入で、年間

6 0 0~7 0 0万円になるはずです。しかし 20,UOO羽ぐらいになると磯械

化せねばならない。除蕊装置、給餌成などはひじょう忙金がかかり、設備費
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として 1羽につき 2,0D 0円ぐらいかかる。 この債却が大変です。いずれに

しても、 1羽あたり 50銭もうかればよい方でしょう。

東南アジアの登約を話す前に、日本の牲懃をどうするか、ということが先

決問題ですが、東南アジアでこうした収益性を考えたばあい、一体どうなる

のか。日本に条件の似ているのは、台湾、ジンガポール、ホンコンです。日

本とよく似て、 卵は安く 、餌は高く、人件投も高いのです。

日本とちよ っと 追う点は、日本は、すでに 1人あたり年間 30 0個は食ペ

ている。これ以上、消費を大巾にふやすことは不可能に近い。 1日 1個、年

● 間 36 0個の消費は世界の各国中にもなく、北欧と日本とアメリカは 30 0 
~3 2 0個と 、似たような消贅量で、これはいわゆる先進国です。台湾、シ

ンガポール、ホンコンなどは、まだ 10 0個台で、まだふやす可能性はある

が、ふえていっても 、価格は低迷 したままでしかふやせないと思います。こ

れらの国ではこの狡賜産業というものは非常にきびしいといえます。

．
 

インドネシアの養鶏事情

インドネシア忙目をつけたのは、ここでは、人件褒が非常に安 く、卵がひ

じょうに 高い という 有利性があ るからです。また飼料の供給源 もかなり安定

している はずだとの希望をもっていたからです。ィンドネツアでは卵はだい

たい年間平均キロあたり 30 0円です。人件費は日本の十分の一、月 5,0 0 0 

円程度であり、消費量は 1人あたり年間 11個であったものを、 3年前の農

業開発 50年計画すなわちピマス計画の設定によれば、 5カ年目に 40個侭

までもってゆきたいとの計画でした。

それまでに、巖林省の方々が、研修に来られ、そうした機緑で知った人た

ちが多かった関係から、登鶏事業忙乗り出してみてはどうかというので始め

た次第です。政府の計画は 40個であるが、現在でもまだ 20個までいって

いない。 5年後の目標の 40個の達成は覚束ないと思う。

インドネシアでもベトナムでも、東南アジアで羨賤をやるばあい、いちば
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ん問題になるのは病気のコン トロールです。どの国にも鶏はたくさんいるが、

いわゆる地鶏が多く 、産業的な 意味での鶏ではなく、卵も小さく、色も 雑多

で、養窺産莱と しては全 くゼロと いってもよい状態です。ベ トナムの方は少

しは進歩している。病気のコン トロールについては 3年前のインドネ、ンアで

はほとんどなされていなかった。

鶏の羽数と卵の消費量

鶏の羽数は、日本では採卵鶏だけでも 1億 2~3千万羽おり、年間 1人あ

たり .30 0個消費してい る日本、アメ リカ、北欧、西欧な どの先進国では、

産業的な意味での採卵鶏は人口とだいたい同 じ数か、それより 1割増しぐら ~ 

いの数である。痔は年間 24 0~2 5 0個卵を生むの で、 1人がこれ くらい

消費すれば、同じ数の鶏がおればよいわけです。日本は 1億 2~3千万羽で、

人間の数より 2割方多いので、それだけ多く消費しているわけです。インド

ネジアなど でもいわゆる地鶏を恋と数えれば、当然 6~7千万羽はいる状態

なのです。ただ し統計は正確では ありません。

しかし、何千羽、何万羽という養魏場がめって飼われている のでなく 、万

辺なくちらばっているので、一旦どこかでニューカッスル病のような強力な

伝染病が発生すると 、軒なみ妬伝染してし まい、いわゆる断絶される場所が

ないのです。日本のばあいは 1億何千万羽いても 、大きな養鳩場がポッンボ

ツンとあるので、その間妬は距離がある。伝染の媒体になるものが少ないわ

けです。インドネジアあたりで発生すると 、暑い所では強力なウイルスがい ~ 
て、毎年、 どこかの地方で競は全祓したという話が聞かれる。病気をど うコ

ントロールす るかが大きな問題です。

飼料と薬品の問題

つぎは飼料と薬品の安定した供給が可能かどうかが問題です。昨年 12月

にインドネ・ンアヘ行って きました。昨年の夏から秋へかけて大旱ばつがあ りヽ

トウモロコ・ンは全然まき つけ できず、米は 3倍に値上りする有様で、いくら
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金を出しても トウ モロ コジは入手できない。日本でも 、理由は別ですが、同

じような状態でした。

インドネシアヘ進出した当初は、 自分たちでトウモロコ・ンや魚粉を買い、

日本から持っていった攪拌吸でミックスして話をつくっていた。 これではと

ても追いつかないので、今度、飼料メーカーが向うへ出られることになって

いる。

卵の色の問題・それと、イン ドネ、ンアでは少ないのですが、華僑のいる国はほとんど赤玉
を好む。宗教的な意味があるのか、 白い ものを忌み嫌う習慣がある。とく匹

ホンコン、 ンンガボールあたりでは、色がついていないと安い。ィンドネ、ン

アのばあいは、この点を逆手妬使ってみた。地矯は卵も小さいし、色もつい

ている。日本から来た賠は反対匠、白く て大きいのだと、敬初からパッと宣

伝した。それでこの慣習からの損失はうけなかった。

． 

しかし、消費輩も多く 、また赤玉自体が豊富に出まわっているホンコンと

か・ンンガポ ー）レでは、白い卵ではとても進出できない。卵だけでなく 、懃自

体も殖色していないと 、だめである。毛の白い恙と毛の茶色の知とでは肌色

がちがう。白い鶏は屠・体の価格まで安い。 こうした意味での、進出上の苦労

は多かった。

インドネシアの採卵養鶏

インドネジアでは採卵接鵡を、どんな 人がや っているか、いわゆる採卵喪

約は今までなかったが、現在、政府が非常に力を入れて PRばかりでなく 、 日

本でいう近代化贅金のようなものを出して奨励している。それで喪賠はいい

ものだと 、皆が意識 し始めた。 3年ほど前は、蓑鶏業とはどんなもので、 ど

れほど金が要って、 技術はなにが必要なのか、ほとんど分らないでいた。か

りにそれを知っていて も、金がな い とい う人が大半だった。だから、そのこ
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ろ始めた人で、 3,0 0 0羽、 5,000羽、 多い人で 1万羽という人たちは、大

半が医者とか高級公務員などで、金は持っていても技術はない。そうしたこ

とから、金を出すか ら、技術を請負ってくれないかと 、私の方へ相談がかか

ってきた故で ある。こうした点は、日 本の養癌業 とはまるっ きり違う 。

インドネシアの養鶏業の有望性

そうしたことで、うちから派遣した社員も、身につけた技術が実際陀いか

せるという ので、非常に喜んで張り切ってやっている。現在、インドネシア

では素人の養鵡家が多い。新聞などでみると 、二百奴十羽の矯で、月 2万）レ ~ 

ビアもうかったとか、自分の給料は 1万）レビアしかないの妬、鳩のもうけで

息子を大学へ入れられたといったルポが出ている。その状態は ち ょう ど日本

の終戦直後みたいで、卵の価格と給与の額を比較していただくとよく分ると

思、う 。

インドネンアでは、まだまだ妾鶏はのひ万なければならぬと思う。ジャカル

クなどの大都市では、ホテルがふえ、卵の甜要も多くなりました。・当然、そ

うした所では、白い大きい卵というのは新癖でなければなりません。卵の需

要は大いにあるので、 もっ と生産はのびてよいはずだと思います。

インドネジアでスクートして 3年たちました。予想通りの好成績をあげて

くれているので、有薙いと思っています。

．
 

南ペ トナムの養鶏

つきWて今日のテーマである南ペトナムの養瘍忙ついて話を進めます。ペト

ナムと 収引きの始ま ったのは 7 。8年前の ことです。地凶で見ますと 、南ベ

トナムのほぼ中央匹あたる所に ダラトの町があります。ここは 1,5 0 0 m < 

らいの高地で、敢近のベトナムでは、ここが接鶏業の最右翼に なっていま す。

気温は朝は 6。7~1 0℃に下るが、昼閾は 30℃ぐらいまでしか上らない。

常秋の国といってもよい感じの所です。
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ここ妬 スカ ラファームというカソリックの修道院の経営している種鶏場（ふ

化易 ）がある。そ この場長さんである神父さんが、 7 • 8年前、 うちで半年

研修され、帰国後 この種痔場をスクー トされたのです。営利目的で始められ

たのではないから、政府の信頼も厚く 、現在ではとびぬけて大きな種賠ふ化

場にな っています。プロイラーと採卵喪鶏の両方をやっ ているのです。

ついでに言いますと、北ペトナムにチャパという地名がありますが、チャ

ボはこのチャパから来た鶏ということだそうです。

ペトナ ムは歴史的に鶏と関係が深いせいか、鶏とか卵に対する消費意欲は・旺盛です。たとえば、卵はふ卵汲（疋入れ玄すと 、 21日でl::ナ忙なりますが、
それを 16 。7日で、胚になったものを （脊椎もでき ている） 、ゆで卵（てし

て塩、 コショウをかけて食ぺている。これをひじょうに珍味としている。食

ペないかとすすめられたが、余りにグロテスクなので食べられなかった。自

分で登知をしていると 、可愛想で食べられるものではない。それが 1個 40 

円と 、ひじょう忙高い値段で売られて おり、一股の人が食ぺられるような値

段ではない。上属階級の人はケクはづれに金持ちで、 ダラトからサイゴンま

で飛行機で送っているこの高い卵でも買ってくれる。ヒナ妬育てるよりもも

うかるのです。こんな消費方法があるほど、卵というものを意欲的に消費し

ているのです。

．
 

畜産一般について

つぎに、確かどうかは分 りませんが、畜産統計を引用します。ともかく種

● 

類別の傾向はこれで十分わかると思います。

種 別 全 土 メコンデルク地域

水 牛 559,800 278,800 

牛 897,800 226,000 

豚 4, 0 7 1, 5 0 0 2, 0 9 1, 8 0 0 ． 
鶏 19,000,000 1 1, 7 5 1, 8 0 0 

アヒル 1 6, 5 0 0, 0 0 0 13,193,800 
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メコンデルクは農莱の中心地であるだけ匠、家畜も多く飼われている。人

口は約 1,6 0 0万人、緑の数は人口よ ＇りも多い。しかし、その多くは地鶏なの

で、卵は 1年に何十個くらいしか生まない。これは農林省が発表した数字か

も知れないが、実際妬はもうと少ないと思う。

アヒ ルは台薦侭ついで東南ア、ジアでは多い。台湾ではつい数年前にアとJレ

より鶏の数の方が多くなった。アヒルは中華料理に多く使われるので、当然

ながら 、その傾向はペトナムでも出ています。大半が地鶏なので、いわゆる

産業としての蓑瘍業は地域的に片寄っていて、インドネジアよりは産莱化さ

れています。

特に養鶏業について

去年の春、爆撃のあったアンロック、またサイゴンの周辺、 ミトからカン

ト、メコンデルクからずっと離れてダラト 、 こうしたあたりが大体採卵養矯、

またプロイラーも涯業 として成りたっている所です。ところが、昨年ここの

卵の祖場がひじょう侭尚くなって 、 1個 20円以上となった。さき匹お話し

た日本妬ついて計算したものに比べると 、いかに採算性がよいかがわかる。

1個 20円、 1個 60 gとすると、 1キロは 16。7個だから、 1キロ 300

円以上侭なる。日本では 20 0円です。こうした値段が持続すれば、日本の

養鶏莱 よりも採算性はひじょうに高いことになる。． 
統計の紋字があて匹ならぬといいましたのは、つぎのような事情があった

からです。昨年の春、アンロックあたりが燦撃をうけたときは、 3年前忙ダ

ラトがひど〈やられた時の畢情を連想して、 この地区の養鶏家は、知をみん

な出してしまった。養賜もあてにならんという故です。鶏がなくなると、卵

はバッと値上りする不安定さですo鶏の数は 1,9 0 0万羽といつても 、 1日

で 1千万羽も祓っ て しまうかも知れない、というのが現状なのです。したが

．
 

． 

って、卵の生産量もその価格もひじょうに不安定なわけです。がいしていえ

ることは、年末からテト匠かけて 、プロイラーも卵も 、 ぐっと値上りします。
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スカラファ ームの養懇場がスクートしたとき 、神父さんがつくづく述かい

していました。ニワトリのようなものを飼って、それが金になるのに 5カ月

もかかるような、そんな悠長な 産業を、 このペトナムでなぜやらねばならな

いか、 こんなことをするのはバカですと。ともかく 、翌日、すぐ金になるよ

うなことでなければ、誰も手を出さなかった時代でした。 7。8年前のこと

です。それもテ ト攻勢以前のことです。

スカラファ ーム の神父さんは、そんなことではいけない、ベトナム人匹も

っと栄接を供給しなければ、 という 使命感 もあって、種窺場をスクートさせ・た関係から、なんとかやりくりしてやっ てきたのです。
一般的な情勢のなかで、養鶏のようなのんびりしたことをスクートさせる

のは、ひじょうな危険をおかすことであり 、世間のいわゆるバックアップも

得られなかった状態だったようです。そうした点は、現在もつきまとってい

て、去年 12月に終った時はなんでもなかったのに、 1月にはベトコンが養

賠場へ逃げこんできたので、政府軍がそこヘロケット砲をうちこんで、鶏舎

の一つがこわされて しまった。

こうしたことは、つねにあるのです。使命慇にもえてやっており 、政府の

バックナップもあるので、隆盛にやっているようにみえます。しかし、そう

した状態なので、去年 12月花見た時は、それほど戦争の影響はないと思い

ましたが、やはり精神的な圧迫もあり 、外部からの協力といっても 、ペトナ

．
 

ムではまだ手薄なのではないかと思います。

インドネンアの場合と同様に 、 • どこでも病気のコン ト ロール 、 飼料の供給

安定が問題点にな っています。ペトナムのばあいは、インドネツア匠比ぺる

と、まだよい状態です。国民性妃もよるのでしょうが、ひじょうに熱心匠仕

事をしますし、企業的な養鶏というものも以前から育 っています し、 知識 も

持っています。しかし、昨年のよう匠トウモロコジの世界的不足ということ

になりますと 、どうしても足りなくなる。
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ダラトの状況

昨年、サイゴンからダラトヘ車で行きました。その道は国道 41号線だ と

思いますが、幹線道路で、この道路を通って、ダラト地域からサイゴンヘ、

懃も含め て一殺農産物が送られています。周辺は、こんな戦争の中でよくこ

れほど耕やされているなと感じるほど、立派に農耕が進められていました。

，，”オロックあたりから高地にはいり、標高は 80 0~1, 0 0 0 m ですが、 ダ

ラトになると最高 1,5 0 0 mぐらいの標高ですので、もっとも農業の適地だと

の忍じがします。ちょっとサクをすれば、すぐにでも牧場になるようなとこ

ろが多い。 ● 
ペトナムの畜産局長さんと一緒にダラトから婦った除、どうして 、牧場匹

して牛でも詞わないのかと聞いたら、その計画はあるが、 1 6億円の金がか

かる。いまアメリカあたりへ援助をたのんでいるが、 とてもそんな金は出な

いと思う。だから民間へたよらざるを得ないのだ、ということであった。

この地区は、木材もありますが、コーヒー、茶、生糸の 3っがひじょうに

盛んです。またダラトは養鶏も盛ん匠なってき ている。

ペトナムの特種事情は、 自分たちで改良した鶏を持っ ていないことです。

したがって、親鶏は外国 からの翰入にたよらざるを得ない。日本からも以前

はヒナを送っていました。しかし、外国から親賠を入れるに必要な金は全部

アメリカからの援助資金です。 USAIDからまわされてくる資金です。こ

うしたことから、どうしてもバイアメリカン政府忙もちこまれてしまう。ヒ

ナのばあいは 3年前まで、 日本からどんどん入った。 3年前からストップさ

せられた。 ．
 養鶏の問題点

それは、 ビアスタのドル対米ドルの交換レートが、アメリカ から買うばあ

い（去年の 12月現在） 30 0ピアスクが 1ドル、 日本から買う場合は 45 0 

ビアスクが 1ドルで、 5割の差があった。とても日本からは買えない。実質
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的にバイアメリカン政策なv_)です。

養鶏はベトナム人もやっ てい るが、華1喬もやっている。養鴎技術の面から

は、ほとんど無知な人がやっている。金さえ投入すれば、登懇は もうかるも

のだといってやる。 熙とい うも のは、 1万羽の喪鶏をやる匹は、毎月千羽と

か、 2カ月おきに 2,0 0 0羽ずつとか、 補充せねばならぬのが養窺の姿です。

しかし、それが政府の割当で、何ドルかがでるとなると、接窺協会などが

一斎に、 無計画に外国か らヒナを 買ってしまう。 勝手匹それぞれ買うので、

プロイラー、のヒナだと称される白色レグのオスを・ンンガボ ールから買ったり 、

● とても話にならないことをやっている。こうしたことは、 4年ほど前は珍ら
しくなかった。

． 

そこで、政府もチエックしだしたので、むやみに輸入できなくな り、ま た

日本からは交換レートの関係から買えなくなりました。養翅匠対するものの

考え方が、技術はそっちのけで、金があるからとい って、 病気の ことも、餌

の供給のことも知らないで、設備だけポンと やってしま うと いった無茶な こ

とをやったりするので、安定 した生産ができない。生産物の市況の上下が烈

しくなる。 5カ月してヒナが育ち、一斎に卵を生みだすと 、価格はガク ッと

蕗ち る。

東南アジァ進出にあたって

やはり束南アジアでは、 日本が技術的な指導をちゃんとやらないと、安定

した接鶏は育たないと 思う 。それと、その地方の嗜好、たとえば色に対する

考え方などの問題がある。赤い賤、ロード とかニューハンプシャ ーなどの赤

い羽毛の鶏があ りますが、 1年間卵を生んで、 鹿鶏にすると、肉は硬くても

のにならない。

チリーの場合をいいますと、その硬い肉はスープにする。プロイラーの肉

より 脂肪が少ない ので味がよい。スープをとった肉はサラダに使 うから、 2

度役にたつ、だから値段も 2倍する。 これはチリーの場合で、こ れと同じよ
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うに鶏の肌色の問題が出てくる。赤い鶏はよい として も、 白色 レグホン匠比

ぺると 、飼料効率は悪い。しかし、好まれて高 く売れるので、赤玉鶏の方が

珍重される。

ペトナムではホンコンや、ンンガポールあたりに比ぺると 、それほどではな

いので、 白いものでもまだいける。赤玉の賤のよい理由の一つは、東南アジ

アのよう妬暑い国では、白い鶏はどう も暑さ匹対する抵抗が少ない。赤い鶏

は、おとなしくて、飼い易い。悪へきも少ないので、生産者側から好まれる。

という 利点はあるのです。

日本から持ってゆくばあい 、こうしたことも考慮して、イン ドネ シア など ~ 
の特殊の所は別として 、ほかの国は、ベトナムでも そうですが、やはり 消費

者の事情を考慮 した品種を選ばねばならぬと思います。またペトナムヘ進出

するばあい、向うへ行って金もうけを しようというようた 感覚では、 とても

うけいれられないでしょう 。

特に、農業のばあいは、ごく地味な仕半であるだけに、向うの国民感情も

十分考えてやるぺきだと思います。

結語として

最後にお願い したいことが あります。

棗南アジアヘ、 われわれの ような零細企業が出ていって、何が出来るか、

何をやるのか と、時々 疑問に思います。東南アジアを日本の食租基地にしな

ければたらんという政府の考え方に、 どうしても従わねばならんとは考えま

すが、 あんな匠天変地異の烈しい所で、気象条件のきびしい 所でくしかも 、

灌漑もダメ、道路網もダメ 、港湾施設もさっばりだという所で、はた して 日

本の食糧が安定 して 生産できるものか どうかと、いつも思う。

ある人の計算に よると、第 2次産業 を向うで興すよりも、 晨莱を興す方が

2 0倍も金がかかるそう だ。それ以上かかるかも知れないし、また年月もか

かる。なんとしても出て行かざるを得ないとなると、今度はまだエコノ ミッ
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クアニマルといったいやな眼でみられる。そうしますと、われわれのように、

まあ社員の励みになれば、も ともとだというような、それでもよしというよ

うな考え方で出て行くよりほかに、 もう方法はないと思、い衣す。

ひとことで、アホウの鶏飼いと申 しますが、病気の問題だとか、飼料供給

の安定の問題とかを考えますと 、 とてもわれわれのような零細業者が、ただ

ヒナを待って行く だけでは、興せるものではありません。どうしても日 本の

大企業とクイアップした進出の仕方を考えざるを得ません。それに、同うの

政府なり 、開発財団のような所から、援助を得なければ、まず出て行くこと

● は無理かと思います。

． 

わたくしの場合、ベトナムヘ眼をつける前に、イ ンドネツアをはじめヨー

ロッパヘも輸出していました。その時の経験から申します と、パートナーが

よくないとうまく 事が連ばないと痛感しました。それから、相手国の卵価の

問題、需要と供給のバランスの問題などを、まず念頭におくようにした。ィ

ンドネジアの ばあいは、良いパートナーもみつかりましたし、 卵の価格も高

かったし、発展の可能性もあるとみて手をつけたのですが、事実、幸いにも

その迪りになったわけです。

ベトナムのばあいも戦火はまだ十分おさまったとはいえませんが、パート

ナーがひじょうに良いことと 、卵の消費量が 1人あたり年間 20~3  0個妬

も達していないので、まだまだ消費はのびるはずだと思ったからです。この

2つをみたせば、また向うから受け入れを表明して くれるなら、 よかろうと

いうこと で行くことにしたのです。

私どもの会社は、資本金 4,800万円の小さい会社ですし、 日本の養鶏は

もうからない典型のような仕事で、 しかも危険率も高い。それなの化、なぜ、

外国へ出て行くのかというと、 自分たちの仕事の意義というか、今後の世界

的な食糧供給不足の事態がもう眼に見えてきているので、東南アジアで食揖

増産の一翼を妬なうのは、われわれの使命ではないかと 、大きな意味で考え

ているわけです。
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もちろん、わたしども単独でやれるはずのものではなく、また行ってから

いろいろの問題がでますし、贅金上も問題がおきますが、そうしたことある

ごとに、皆さんにお願し、 フラフラしながらなんとかやっています。 東南ア

ジアではなんとしても食糧の増産をせればならぬのだといいながら、出て行

っては苦労しているのが現状です。今後とも 、な化かとご支援をおねがいし

たいと思います。

（質問 ） スカラファームの 妥鶏場は今も 健在にやっていますか。またトー

モロコジ畑を飛行場のまわりに作ると 、ダク トの市長が言っていましたが、 ~ 
どうなっていますか。

（答） 4年位前からすると 倍 ぐらいの 設備にな っています。 トウモロコ

ツ栽培の畑はまだ出来ていません。計画は非常に大きいもので、 2千町歩ぐ

らい買う予定の ようです。もともとの目的は牧場ですが、安定 した供給源が

得られるよう侭なるまでは、 トウモロコ、ンを作ろうと 言う事です。ここは修

道院が始めたもの ですから、経済的な利益を目的としていませんが、すべて

の事が素人な ので、経営上、問題が多いのです。 器具は日本から出して おり、

また技術指導に も行っています。

（質問 ） ヒナを各地に出しているようですが、状況は？。

（答 ） ひじょうに評判が良く 、ダラット 、 ンクルファンラン、サイゴン

地域、 また北のダナンの方へも飛行機で送っています。ヒナは 48~ 6 0時

閻は、フ化し てから卵の黄味で生きているので、この 48~6  0時間以内に．
 

届くところならば、 どこにでも送る事ができます。

（質問） 暑い所では、養鶏の基本的な問題は無いのですか。日本より 、良

いのですか、悪いのですか。

（答 ） インドネ・ンアでその点を大変心配しましたが、全く、その必要は

ありませんでした。ニワトリのばあいはどちらかというと 、署さに弱く 、寒

さに強い。零下 10度ぐらいでも大丈夫だが、箸いと死んだり 、病気になる
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場合が多く 、また、病気も伝染しやすい。しかし、私共の経験からみると、

それよりも日温較差の問題があって、朝の最低と昼の最高気温の差があまり

多いと適しません。だからダラトは適しているとはいえません。ここは、ひ

どい時花は 2D度ぐらいの日混較差がありますから、呼吸器病にかかりやす

ぃ。ニワトリは気管がひじょうに弱いのです。ペトナムでもっとも 適 した所

は、もっと 南の方です。東南アジアでの接賜の利点は、 日照時間が年間大体

同じであることです。暑さはたしか匠問題ですが、それなりに防疫体勢を、

しっかりやれば、問題はないと思います。

● （質問 ） 非常に暑い所での鶏舎は、どのように作ったら良いのですか。
（答 ） 通風が良く 、直射日光をさけるよう妬することです。ペトナム、

インドネ・ンアあたりでは、一番安 くて良いのは、屋根だけ作って、空点が走

るようにするのが良いようですo金 をかけないでやることも必要です。もし

金をかけるのならばし、ウインドレスの方法があるが、これは、光熱負がかか

ります。また、電気のない所ではダメです。ペトナムのばあいは、このよう

な簡単な窺舎で始めると、生産し始めてから 2~3年で元はとれると思いま

す。しかし、 これ匠は条件があって、病気を出さな いことが前提です。ニュ

ーカッスル病匠はワクチンがありますが、このワクチソは、 このように暑い

所では弱く 、 日本のワクチンも抗体の産生能力が少なく 、インドネジアでも

ワクチンを作っているが、製法が、そまつなことと 、現地のピールスが非常

に強力であるため、クマロフ株とかいう強力なワクチンを使っていますが、

これでかえって病気を出して しまった例もあります。日本から、ワクチンを

持っていっているが、ひじょうに弱いので、はたして耐えられるかどうか疑

問です。

（質問 ） バンコクのワクチンはどうですか。

（答 ） 使用胡限の切れたものなどもあり 、 良いものは入らない。とくに

生ワクチンのばあいは冷所保存が必要であるから、運ぶ途中で、どのように

して持ってこ られたか、はっきりしないので安心して使えません。それに、
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昨年は、アメリカでさえニューカッスル病がひじょうに多く兌生して、多く

の投賜場がつぶれたということがあるほど、病原体 も変化して行っています

ので十分な注意が必要です。

（質問 ） 人件伐の問題はど うですか。

（答 ） 日本のばあいは 1人で 2千羽以上飼えるが、ペトナムあたりでは、

無理でしょう。 設備にもよるので今度は 日本なみに やろう と思います。ペト

ナム は良く働くの で良い と思います。 1人千羽は持たせたいものです。日本

の技術は世界的に高く評価されているので、彼 らの信頼 もあ り、よくいうこ

とをきいてくれ ます。

（質問 ） ヒナ の鑑別法は どうやっていますか。

（答 ） ベトナムなどでは、ほとんどなされていません。たまにやるばあ

いは肛門鑑別で、テスクーはあまり使われていません。これは、内臓を痛め

ることと 、スピードがおそいので、日本でもほとん ど使われ てい ません。

（個問 ） 彼 らは、何をいちばん求めているの です か。

（答 ） 技術を求めています。日本の技術者に対する信頼感はひじ ょうに

高く 、それだけに宜任もあるわけです。い）は生きもの ですか ら、スケール

メリット が少ない。これをある ようにするのが技術です。束南アジアでは、

とてもこの技術はありません。

（質問 ） 市場開拓は必要ですか。

（ 答 ） 今のと ころ、インドネツア のばあい もベトナムの場合もほとん ど

必要はないと思います。

（質問 ） 卵のカラのうすいのはどうしていますか。

（答 ） 箸いため に鮮度がすぐに落ちる 。カラがうすいのは、暑さのため

と飼科の内谷匹問題があるからでしょう。玉子は、大きいほど白身が多く 、

小さいほど黄味の量が多いし、カラも 厚 く丈夫ですから、飼育する 鶏種や鶏

の更新方法を十分考慮する必要があるでしょう 。

（以上 ）
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（トビックス）

韓国の最近の農・畜産動向

韓国の最近の食糧生産、特用作物生産、蚕業、畜産などの農 。畜産動

向を、近着の韓国裟協調査月報をもと花して、以下に紹介する。

アジア経済研究所 小牧輝夫

● 〔食糧生産〕

].. 1 9 7 2年の食糧生産実績

農林部の発表に よると、 1 9 7 2年産食糧作吻総生産籠は、72 0万7,9 0 0 

トンで、 前年匠比ぺる と、 0.9 oJiに当る 6万 6,20 0トンの波産匹なった。

ところで、 72年の食祖作物生産が前年に比ぺて 低調であった主な原因は、

植付面積が 3万 3,100町歩減少 (71年対比1.2 OJi減）した上に、食柑作物

の主柱をなす米穀が、嶺東地区の干害、全国的な水害、開花期の低温、収穫

期の天候不順に よる収穫遅延など で、大 きな被害を受けたためであると思わ

れる。

．
 

しかし、自然的な災害にもかかわらず、食社作物の反当り収穫量は、これ

までの最高実績をあげた 前年度水準を上ま わっており、 72年平年作の反当

り24 4キロよ りも 7.0 %の増産侭な っているが、これは政府の持続的な増

産施策が効を奏 したものと農林部ではみている。
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2. 1 9 7 3年度食糧生産計画

一方、 晨林部は、営農方法の

科学化と各種災害の予防によっ

て単位当 り生産性を高める とと

もに、営農の組織化、協1司化に

よる高度の耕地利用で、 44万

4, 0 0 0トンの食糧を増産 して、

食糧自給度の向上と、農民の所

得増大化をはかる、という 73 -

年度食糧生産計画を発生した。

その主な内容は、次のとおりで

ある。

◇基本方針

①農地保全お よび利用に関す

る法の合理的な運用によっ て反

当り収穫量を増し、全農地を耕

作化する。

②セマウル （新しい村 ）標準

事業によ る集団栽培、営農時限

制、病虫害の共同防除、堆肥増

産および農地利用倍化運動を強

力かつ組織的に推進する。

③麦 。豆に対する価格予示制

を継続することによって、生産

意欲を鼓吹するとともに、栽培

面積を維持拡大させる。

④生産力の低い非奨励品種の

． 
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一掃と、その地域環境条件に適合した優良品種を拡大、普及させる。

⑤播種耕作方法の標準化お よび科学化と、病虫害の防除および地方増進陀

力を注ぎ、単位当り生産性を画期的に増大させる。

⑥遊休地の生産化、ぶ：よび作付体系の改善によって耕地利用度を高める。

⑦集団的な先進モデル事業の拡大推進化よって、技術革新の核を構築する。

⑧収穫後の管理方法の改善によって、生産物の品質管理に力を注ぐ。

◇生産目標

食糧作物の種類別 73年度生産目標は、 次の表のとおり である。

ゞ
197 2平年作 1973 目 標 対比

(A) トン (B) トン B/A % 

米 穀 '3,957,190 4, 1 5 4, 0 0 0 1 0 5 

麦 類 2, 2 2 1, 8 0 7 2, 3 8 2, 1 3 0 1 0 7 

雑 穀 94,298 1 D 1, 8 3 9 1 0 8 

豆 類 2 6 0, 9 7 2 277,900 1 0 7 

薯 類 637,661 735,673 1 1 5 

計 7,207,934 7, 6 5 1, 5 4 2 1 0 6 

3. 米穀増産の施策

食糧作物中で、その主柱をなす米穀の増産計画忙ついて、こ こで少しばか

り述ぺておこう。

1 9 7 3年度の米穀増産目標は、 1 9 7 0~7 2年基準反当り収量32 9 

キロを、 34 6キロ匹引き上げて、 5OJ,の増産、つまり 41 5万 4,000トン

生産する計画であるが、これを達成するための細部施行計画を、晨林部では

次のように定めている。

まず第一に、集団栽培地域の拡大および単位地域の規模拡大をはかり 、

①集団栽培地域の連合化を通じて、一団地規模を 1,0 0 0~6, 0 0 0 ヘクタ—

ルに広城化した大単位増産団地を設置し、

-4 3-



②これらの団地には、各団地別に地域別特化によ る標準的栽培碁準を設定

し、技術革新を通じて反当収盤の引上げをはかる。

③このような増産団地は、米作面積全体の 10 %に該当する 11万7,6 0 0 

ヘククー）レに 47団地を設置する計画である。

第二に、稲の集団栽培地城を 72年目標面積 18万 7,0 0 D ヘククー）レよ

りも 69.5<1J増の 3 1万 7,D DDヘククールに拡大し、

①集団栽培地域に専任指導員を増員配置 して、より 効率的に営農技術を普

及させ、技術の標準化をはかる。

②営殿の共同化ならびに協業化を普逼化する尺度となる よう侭する。 ~ 
③ 1 9 7 3年の集団栽培地域拡大は、これら集団栽培地城が過去の一般米

作地域に比ぺた増産比率 16 Cf;を継続堅持する、という 方向で推進するもの

とする。

第三に、米作軽営の必須条件である水利施設の拡充のため、

①第三次 5ヵ年計画胡間中に完了することを目標としている四大河川流域

埠発に、 73年中、 1 7 1億ウオンを投下し、 46 %の畢業進捗率を挙げる

ようにする。

②揚水機および管井戸を代替、整備して、水利安全田化可能面積に対して

8 3 <;;の水利安全率を維持し、全天候農業基盤を構築するよう計画する。

第四匠、省力農業技術体系の基盤確立のために、

①労働節約的技術体系の普及において、戦略的要因となる農凍械ならび妬

機械技術の普及は、動力耕転磯を中心として 24億 5,000万ウオンを投入し

て普及させ、機扱利用の効率を高めるために、 7 2年から組織、連用されて

いる成械契約運用合理化による体制整備をはかる。

②農地形状の多様化および箪地の細分化現象を除去 して労働生産性を向上

させ、生産コストの節約をはかるため 65年以後本格化した耕地整理は、

7 2年までに延ぺ整理面積 19万 5,000ヘククールで あったが、 7 3年に

は新たに 2万 6,000ヘククールを整理し、耕地整理率を 72年の33％から
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3 8 Ohに引き上げる計画である。

4． 生産資材の効率的な投入と技術革新

以上で、米穀増産の基盤造成のための施策の方向を概観したが、生産資材

の効率的な投入および技術革新等のため匠は、まず優良種子の普及による品

質向上ならびに均一化と、反当り収量の引上げによって 1万 2,70 0トンの

奨励品種を普及して、栽培品種を72年の 95種から、奨励品種 18種に縮

小する計画である。これに伴って早生。中生種の、全体に対する比率は72 ・年の53磨から、 80笏に引き上げられる。

． 

これと合わせて、田植作業と刈入れ作業は、セマウル粒神に立脚した部落

単位の共同事業として推進することによって、田植・刈入れの遅延面積を最

小化し、これと並行して保温苗代の設置を強力に推進することによって、早

期植付け水田面積を、 72年の 8万ヘクタールから 36万ヘクタールに拡大

する一方、化学肥料の増投による地方減退を防ぐために、 73年匠は特に、

前年に続いてセマウル運動を通じた堆肥の増産およびこれの施用（ 2,800

万トン）を促進し、合わせて娃酸質肥料の施用量を前年の 2万 2,0 0 0トン

から 5万トン妬大巾増加して、地方堵進をはかるものである。

また、 1 9 6 1年の植物防疫法公布後、毎年強化実施されてきた病虫害防

除については、 19 7 3年にも、その防除回数を前年の 4.9回から5.5回忙

増加する一方、農薬供給における痰協の供給比率を 40 ({6水準に維持するよ

うにし、病虫害の予防については 19 7 3年匠は、その点検業務を農林振興

庁系統機関に一元化して、防除業務は市。郡をはじめとする行政機関で実施

するよう、その責任所在を分担させる計画である。

一方、技術革新および生産沓材の増投等とともに、米穀増産の必須条件で

ある農耕地そのものについては、最近、開墾o干拓等、農地の外縁的拡大の＇

努力にもかかわらず、工業化の進展と都市圏拡大による工場および住宅敷地

への転用のために、 19 6 7~7 1年の間に水田面積は 2万 6,000 ヘクク
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ール減少する結果になったが、 1 9 7 3年の農政は このような水田面積の減

少を抑制するため妬、

① 「農地保全お よび利用に関する法律」の合理的運用で、水田面積を

1 9 7 2年の水準である 12 0万 1,0 0 0ヘククールに維持 し、

②耕地利用の義務化によって遊休地の生産化をはかり 、耕地利用度を引き

上げる、との計画である。

〔特用。園芸作物生産〕

政府では、経済作物中、国内需要増加品目と輸出伸長率の高い品目および ~ 

農家所得向上に大きく寄与する品目等を、セマウル事業を通じて増産する方

針である。

農林部が提示 した 73年度特用お よび園芸作物営農計画を要約すれば次の

ようになる。

1. 生産

①適地適作原則によ る複合生産団地造成拡張 （22 3団地 ）

マッジュルーム (53)、ちょま（ 1)、いぐさ (11)、梅実 （6)、り

んご (33)、梨 （15)、桃（ 24)、ぶどう（ 22)、みかん （5)、

ゆず （7)、甘柿 （19)、生薬（ 25)、茶 （2)

②需要予測に立脚した適正是の計画生産

作物，別生産計画

．
 

1 9 7 2年 1 9 7 3年
増産率愧）区 分

生産予想 （トン） 計 画（トン）
： 

特 用 作 物 7 3, 0 6 6 8 4, 2 7 9 1 5 

マッシュルーム 19,269 27,428 42 

果 実 470,426 5 3 2, 3 0 0 1 3 

そ 菜 , 2, 7. 1 3, 1 4 7 2,753,800 2 

＾ 仁

計 3, 2 7 5,908 3,397,807 4 
•' ， 

-4 6-



?i 
流 通 9,  

＇ 

①完壁な流通対策による安定生産の確率

契約栽培対象品目 ：マ ッジュJレーム、 ちょま、いぐさ、、・ ひま｛へちま 、

ホップ、薄荷、菜種

備畜対象品目 ：胡麻、 りんご、 とうがらし、にんに〈
！ふi母・ぐ、ヽ

②生産地と加工業体の連結促進

③加工 。貯蔵処理施設の拡充と流通体系の確立
9、―;̀  ; • 

,... 
I •.. ;. I 

.'.'., 

品 目 別 加 工 工 場
＞
 

・ヽ

．
 

品 目 施 設 施設数

マッシュJレ ーム 加 工 工 場 1 0 

’’文 （既 存 工 場 ） (5 3) 

処 理 場 1 3 

、．， 茶 ． 
類 加 工 工場 1 

果 実 低温 貯 蔵 庫 1 

9 ,..  ,...~ 

••'ヽ
I 

.̀ 
~ヽ· 

，
 

~. 

"' :_, 9 ̀‘ '9, J,. 

，ヽ

ふ 輸 出

①作物別に輸出増大をはかる。

作 物 別 桧 出 計 画

． 1 9 7 2年実積 1 9 7 3年計画 増 加 率
品 目

、（千ドル） （千ドル） (%) 

マッジュル ーム ' 、8,7.00 1 3, 0 0 0 4 9 

果 実 7 0 0 1, 4 0 0 1 0 0 

いぐさむ しろ 3 0 0 5 0 0 6 7 

ヘ ち ま 1 5 0 200 33 

そ 菜 類 524 1, 1 0 0 1 1 0 

そ の 他 3 0 0 6 0 0 1 0 0 

生 薬 5,500 6, 5 0 9 1 8 

計 1 6, 1 7 4 23,300 44 
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②新規品目の開発翰出

茶類 1 0万ドル

花斉類 5 0万ドル

③生産原価節減による輸出競争力の強化

〔養蚕業の振興〕

農林部は、農家所得増大のために接蚕業振興施策を発表したが、その主な

内容は次のようなものである。

①基本施策方向

け）セマウル農政の一環として、セマウル蚕業前陣部落を育成し、新しい蚕 ~ 
業技術普及の前陣碁地を作り、これを拠点として養蚕経営の構造を改善し、

養蚕の生産基盤をさらに確固としたものにするよう 、行政力および指導力を

集中する。

H)画期的な養蚕、加工莱振興計画推進の基礎を確立することによって、国

際漉争力の強化 と蚕糸価格の安定をはかることのできる制度をつくる。

（ウ）生糸の加工輸出増大のための生糸供給体制確立と、裂糸業、絹檄業の系

列化を促進して、絹織莱の発展を阻害するすべての要因を除去する。

②事業目標

け）繭生産

H)繭共販

（ゥ）生糸輸出

（直輸出 ）

（加工翰出）

に）外貨獲得

（直 輸出 ）

（加工輸出）

約養蚕農家所得（戸当）

③総投融資計画

総投 入額

▽国庫投資

3万 1,1 0 0トン

2万 8,0 0 0トン

3, 4 7 2トン

(.3,,1 7 2トン）

(1, 3 0 0 トン）

1億 2,0 0 0万ド）レ

(5, 0 0 0万ド）レ）

(7,000万ド）レ）

5万 5,00 0ウオン

2 8 1億 3,5 0 0万ウォン

1 0億 2,1 0 0万ウオン
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▽国庫融資

▽地方費

▽借款

▽生糸翰出振興基金

▽短期金融支援

▽産業合理化資金

〔畜産振興〕

5億9,0 D D万ウオン

5億 7,4 D 0万ウオン

6億ウオン

1億 4,4 0 0万ウオン

2 5 0億 60 D万ウオン

2億ウォン

・農林部門は、韓牛増殖と養豚体制確立、および牛乳消費拡大と流通改善に
力点を置いた 73年度畜産振興事業実施要領を発表したが、その主要内容は

次のとおりである。

． 

1. 韓牛増殖と養豚体制の確立

畜産重点 ：碑牛。 豚 （肉類供給 21万 3,0 0 0トン）、 8 0年代の肉類生産

基盤を造成

(1)韓牛増殖

け）目標

牛肉増産＝ 9.3％増加、 4万 8,1 8 1トン

韓牛増殖＝ 7%増加、 1 3 7万 8,000頭

H)施策

①役牛中心から肉用牛飼育に政策転換

▽子牛の屠殺、体重不足 (43 0キロ以下）の牛の屠殺を制限

▽肥育拡大と人工乳のモデル普及

②育成牛増殖の基盤拡大

▽個別の飼育支畏から部落単位の飼育へ転換（ 1,2 0 0部落、 44億ウオ

ン、 4万 2,41 Q頭）

▽雌牛の屠殺制限年令延長 (5オを 7オに延長）

(2)養豚体制の確立
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f:;r)目標

豚肉生産＝ 10. 6 %増加、 1 D万 8,754トン

豚肉輸出＝ 21劣増加、 7 5 D万ドル

豚増殖＝6 ％増加、 1 5 4万 2,0IJ D頭

約施策

①豚肉量産によ る輸出拡大

▽輸出規格豚の契約生産お よび団地化 （19団地、 1 1万 4,0D 0頭 ）

▽合弁投資誘致による輸出市場確保 (3カ所を 9カ所に拡大 ）

▽輸出業体の養豚場経営義務化 （業体当 り6,000頭 ）

②種豚普及の体系化

2. 牛乳消費拡大と流通改善

f:;r)目標

牛乳増産＝ 27％増加、 1 D万 1,0 0 Dトン

乳牛増産＝ 22 %増加、 4万 5,00 D頭

H)施策

①粉乳の導入は、 72年で完全に中止。

②加工場増設侭よる処理能力拡大 (8万 3,0 DDトン から 15万2,00 D 

トン侭 ）

③衛生処理と検査強化に よる新鮮な製品の普及

④原乳の等級別価格制実施による品質改善

3. 草地と飼料作物の生産拡大

げ）飼料需沿 （単位 。千 トン）

．
 

． 
こ扉ど＼分

1 9 7 2年 1 9 7 3年 計 画
備 考

供給実積 需 要 供 給 繰 越

濃’厚飼料 3,652 3,834 3, 9-6 5 1 3 1 輛入代替 8万5,000トン

（導 入 ） (4 9 4) (6 0 2 (5 1 7) 

粗 飼 料 4, D 3 1 4,3 1 0 4,3 1 0 自然草 3,904トン

計 7,683 8,144 8,275 1 3 1 7%供給余裕
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H)施策

①草地造成＝ 5万 7,8 4 7ヘククールの確保によ り、 粗飼料 37万 5,000

トン生産

②飼料作物＝2,6 5 1ヘククールに栽培して、粗飼料3万 1,0 0 0トン生

産

③国内飼料＝資源の開発拡大た より 8万 5,000トンを輸入代替

なお、参考のため（て、 19 7 2年末現在の家畜統計結果（農水産部発表 ）

を次にかかげる。これによると、韓牛は 13 3万頭で前年 より 6.9 <1JJ増加、・肉牛は 4,868頭で 69. 9 %増加、乳牛は 3万 6,000頭で20. 4％増加してい
るのに対し、豚は 12 5万頭で 6.4 <IJ減少、にわとりは 2,454万羽で 5.3 

佑減少している。

家畜飼育現況

単位 ：1,0 0 0戸、 1,000頭（羽、※ 1,0 0 0箱

1 9 7 2年末 1 9 7 3年末
増減率（%)種 類

飼育戸数 飼 育数 飼育戸数 飼育数

碑 牛 1,106.3 1,333.4 1,048.2 1,247.1 6. 9 

肉 牛 1.2 4.9 0.8 2.9 6 9. 9 

乳 午 3.8 3 6.1 3.3 30.0 2 0.4 

豚 861.3 1,247.6 92 4.7 1,332.5 乙 6.4 ． 馬 7.4 1 0.8 8.3 1 2.9 乙 1 6. 1 

羊 0.3 3.6 3.0 2 0.8 

山 羊 832 1 522 128.0 1 8. 9 

鹿 0.1 1.4 

うさ ぎ 159.5 4 21.2 1, 1 09.9 363.6 1 5.9 

にわとり 1,044.8 24,537.4 25,903.1 △ 5.3 

あひる 27.4 224.3 252.0 △ 1 1. 0 

がちょう 5.1 10.3 1 0.6 乙 2.5 

七面鳥 0.7 2.0 1.9 5.5 

密 蜂 22.6 105.3 21.4 99.9 5.4 
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海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に従事したい方

＼ 海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に必要な人材を求めている方は

本財団へご連絡ください。

海外農業開発財団は左の事業を行なっ ています。

〇海外農業技術者となることを希望する方の登録とプール

〇 新人の海外技術者への羨成

〇 待磯中における技術のプラッジュアップに必要な研修費の貸付

〇 海外農業の協力および開発事業をしている団体、企業へ優秀な農業技術．
 

者のあっせん。

〇 海外農業調査団の編成、送出

〇 海外農業情報のしゅう集、紹介

． 
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